
                           

  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂遊びは魅力的。 

たくさんの学びがあります。 

しましっこだより 
令 和 ２ 年 ６ 月 ９ 日 

宜 野 湾 市 立 志 真 志 幼 稚 園 

   電 話 ８９２-１５０1  

想像を巡らせながら     ちゅうりっぷ組は図鑑を 

虫の観察。         持ってそっくり虫探し。 

 

手作り虫取り網と手作り

虫かごを使って蝶々探し。 

自然と教え合う関係が見られました。 

  好きな曲を共有し、ダンスや歌、音楽係を 

  楽しんでいる和やかな場面。 

人生で必要な知恵は 

すべて幼稚園の砂場で学んだ  

ロバート・フルガム（米国・哲学者） 

  
なんでもみんなで分け合うこと、 

ずるをしないこと 

誰かを傷つけたら、ごめんなさいと言うこと 

食事の前には手を洗うこと。 

トイレに行ったらちゃんと水を流すこと。 

焼きたてのクッキーと 

冷たいミルクは体にいい。 

釣り合いの取れた生活をすること・・・ 

毎日、少し勉強し、少し考え、少し絵を描き、 

歌い、踊り、遊び、そして少し働くこと。 

毎日かならずお昼寝をすること。 

おもてに出るときは車に気をつけ、手をつないで、

はなればなれにならないようにすること。 

不思議だな、と思う気持ちを大切にすること。 

園生活を楽しんでいます♪ 
入園・進級して 2 週間が経ちます。当初は緊張や戸惑いが見られた子供たちですが、日が経つにつれ笑顔や会

話が随分増えてきました。同じ遊具で遊びながら近くにいる子と自然と仲良くなったり、近くの友達や先生に自

分から声をかけてみたりと、友達関係が築かれつつあります。 

また、身近な生き物への興味・関心の広がりから、驚くような気づきや発見をして友達と喜びを伝え合う姿、

保育園で聞いていた音楽を聴き、懐かしさを感じるとともに自分の成長を自分の中で確かめ、一歩進んでみよう

とする姿等々、1 日の園生活の中で、どの子も色々な感情体験をしていることが、あらゆる場面からうかがえ、

私たちも心打たれることや子供達から教えてもらうことが多々あります。 

幼児期は、生活のほとんどが遊びによって占められています。幼稚園では、その自発的な活動としての遊びを

大切にし、一つの遊びを展開する過程の中で、子供達一人一人の発達に必要な経験が得られるよう努めていきた

いと思っております。これから、子供たちの遊びはどんどん活発になると思います。降園後は是非、「今日もた

くさん遊んだね～」とお子さんの話に耳を傾けてみて下さいね。 

 

＊子どもたちの製作活動で廃品を使います。家庭で使わなく

なった空き箱、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｯﾌﾟ、牛乳ﾊﾟｯｸなどを持たせても

らえると助かります。 

＊外遊びでは、熱中症、窒息等を考慮しマスクを外します。

外したマスクは個人のマスク袋（園で用意）に保管します。

マスクへの記名も忘れずにお願いします。 

＊欠席の場合は、早めに園への連絡をお願いします。 

＊遊びが活発になります。特に砂遊びは、全身を使ってダイ

ナミックに遊びます。フェイスタオルを一枚、かばんに入

れていただくようお願いします。着替えた服を入れる袋も

忘れずにお願いします。 

 

おしらせ・おねがい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが楽しみにしているお弁当会が始まっています。お父さんやお母さん方が作る愛情たっぷり

の弁当をどの子も嬉しそうに食べています。これから弁当時間は、園生活の中でも子ども達の大きな楽

しみとなっていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

☆以下のことをお願いします。 

○ はじめは、好きな物を中心に・量は少なめに・苦手な物はなるべく避けて。 

 

 

 

 

○ 飲み物は、水、麦茶など甘くない飲み物にしてください。 

 

○ デザートを入れるなら・・・フルーツや一口ゼリーなどをお願いします。 

               大きすぎるものや甘いお菓子類は避けてください。 

 

 ○ お弁当はハンカチに包んで持たせて下さい 

 

 

 

 

 

発達年齢を考慮し、年中児は早い時間に設定するなど子供達の実態に合わせながら進めています。 

は、 

お弁当づくり ありがとうございます♪ 
 

 

 

 

 

 

 

弁当は好きになることが先決です。初めの時期は好きなものを中心に 

入れ、全部食べられるようにご配慮ください。 

お子さんが帰ってきたら、弁当の量についても訊いてみてくださいね。 

 

 
弁当の下に敷くランチョンマットにしたり、弁当箱をハンカチで 

包んで結ぶ練習をします。 

 

今年度は、感染症対策のため、友達との距離を取り、なるべく会話を控え弁当を 

いただいています。静かにマナーよく食べている子供達です。 

○ 幼稚園における弁当のねらい ○ 

・先生や友達と食べる喜びや楽しさを味わう。 

・食べ物への興味や関心を持ち、食の大切さに気付く。 

・進んで食べようとする気持ちを育む。 

 

 


